
 
 

■題目 

新しいコミュニケーション環境をめざして 
 
■講師  外村 佳伸 氏 
   （日本電信電話株式会社コミュニケーション科学基礎研究所 所長） 
 
■日時 2007 年 11 月 19 日（月）13:30～15:00 
 
■場所  名古屋大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 
    ３階 ベンチャーホール 
 
■概要 
 世の中はインターネット時代になって、メールに代表される• 情報的• コミュニケ

ーションがますます盛んである。そうした中、私たちはコミュニケーションとは情報

を伝えることだとついつい考え、その延長上で機能や表現メディアを豊かにすること

を追い求めがちである。それでも電話に代表されるコミュニケーション手段は、人が

生で発し、受ける手段としてまだまだ健在である。こうした • 直接的• コミュニケ

ーション手段は、今後どう発展するだろうか。私たちは今、コミュニケーションの原

点と考える、ありのままの人間を基本とした環境にあえて立ち帰って未来のコミュニ

ケーション環境を模索している。鍵は「場のコミュニケーション」。講演では、こう

した考えをもとに、「伝心伝和」を標榜して進めている我々の新しいコミュニケーシ

ョン環境への挑戦を、背景となる「環境知能」のコンセプトとともに紹介する。 
 
■主催  名古屋大学大学院情報科学研究科 
 
■共催  名古屋大学・NTT・NTT 西日本連携協議会 
 
■連絡先 名古屋大学 大学院情報科学研究科 広報渉外委員会 
     担当： 末永康仁  E-mail: suenaga@nagoya-u.jp 
     TEL: 052－789－3809 

名古屋大学 大学院情報科学研究科 
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